
第6章　災害情報収集・伝達

　災害時の情報は全ての基礎であり、正確な情報を早期に把握することは、的確な消防団活動の展開の
ために不可欠です。限られた時間の中で多くの情報を収集し、災害の状況を予測しながら活動方針を決
定して、消防団活動に当たらなければなりません。また、決定した活動方針及び活動危険等に係る情報を
速やかに現場で活動するすべての消防団員に伝達し、徹底しなければなりません。このため、情報の共
有化が徹底されるよう日頃から情報収集・伝達訓練を実施しましょう。

1　消防における情報活動

　消防における情報活動とは、それぞれ断片的あるいは雑多な資料や内容を集約・整理し、検討や分析
を経て活用できる段階まで引き上げることです。ここで重要なことは、能動的に情報を収集することであ
り、座して待っていても情報は入手できないものなのです。特に災害現場においては、時々刻 と々変化す
る情報を適時に多角的かつ広範に入手することが重要であり、時機を失した情報は活用の場を失い無意
味なものとなります。一分一秒を争う災害現場において、人命を救い災害の被害を抑えるためには、限ら
れた時間の中で多くの情報を収集し、それを瞬時に分析整理し、災害の状況を予測しながら活動方針を
決定して消防活動に当たらなければなりません。また、決定した活動方針及び活動危険等に係る情報を、
速やかに現場で活動するすべての関係者に伝達し、徹底しなければなりません。このため、情報の収集・
伝達手段については消防本部との連携はもとより常に複数の情報ルートを多元的・多重的に確保するよ
う十分に配意するとともに、情報の共有化が徹底されるよう日頃から情報収集・伝達訓練をしておく必要
があります。

❶情報の性格と収集原則

ʢ�ʣੑ ֨
㋐情報は実態からの信号である。
㋑情報は変質する。

ʢ�ʣऩूݪଇ
㋐情報は自ら積極的に集めなければならない。
㋑情報は推測と誇張を避ける。
㋒情報は重視する。ただし過信はしない。
㋓情報は流れやすいシステムにしておく必要がある。
㋔情報は常備消防と共有化しておく必要がある。
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第6章　災害情報収集・伝達

❷災害活動上必要とする情報

　災害現場において優先して収集すべき情報は、消防団員を含め、そこで活動する全ての作業員の作業
危険に関わる情報、人命危険に関する情報、被害の拡大に関する情報の順に行うことを基本とします。な
お、これらの情報は、気象条件も考慮した上で直ちに消防団本部等と情報の共有を図ります。
ʢ�ʣ׆ಈॳظ
㋐常備消防到着の有無
㋑危険物の有無
㋒危険個所の有無
㋓逃げ遅れ者の状況
㋔災害の推移の状況
㋕応援要請の有無

ʢ�ʣ׆ಈதظ
㋐前項の各種情報内容の追及
㋑避難状況の確認
㋒被害拡大の予測
㋓その他活動上必要とする事項

ʢ�ʣ׆ಈظޙ
㋐被害の状況
㋑活動の困難性、危険性、長時間を要する場合はその状況
㋒交通障害及び、公共施設への影響

2　情報の収集

❶視覚・臭覚・聴覚

　情報手段のーつとして視覚、臭覚、聴覚等による収集手段がありますが、常日頃からそれを読みとる力
を養っておくことが重要です。
ʢ�ʣ֮ࢹ
㋐被害状況
㋑作業危険の状況
㋒近隣住民・避難住民の状況

ʢ�ʣष֮
㋐参集・出場途上における臭気
㋑危険物、劇・毒物等
㋒災害現場の異常な臭気

ʢ�ʣௌ֮
㋐関係者からの情報
㋑爆発音等
㋒本部及び関係機関からの情報
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❷災害現場における聞き込み等

　災害現場における聞き込み等は、到着と同時に実施します。時間が経過すればそれだけ関係者が現場
から離れ情報収集が困難になります。
ʢ�ʣؔ ऀ
㋐現場付近に寝間着、裸体、裸足でいる者
㋑衣類を焦がしたり、濡れていたり汚損したりしている者
㋒取り乱している者、うずくまったり泣いたりしている者
㋓家財を抱えていたり、荷物を搬出したりしている者

ʢ�ʣฉ͖ࠐΈཁྖ
㋐関係者に対して消防団員であることを告げて相手を落ち着かせる。
㋑必ず相手の氏名、年齢、職業を聴取してメモする（記憶より記録に残す）。
㋒質問は一方的ではなく、言動に留意し相手の立場を考慮する。

❸情報源

　災害現場では、大量の情報が交錯します。その中にはもちろん真実もありますが虚報もあります。不安
や無責任な憶測からくる情報、何人かを経由しているうちに変質した情報もあります。情報の収集にあっ
ては、必ず情報提供者の氏名や要救助者との関係を確認します。情報源のない情報は、根なし情報とな
り単なる「噂」に過ぎず、ややもすると無責任に増幅され変質されて活動に影響を及ぼすことにつながりま
す。また、被災者は恐怖と不安で興奮状態にあるので、次のことに留意します。
ʢ�ʣඃऀࡂʹର͍ͯͨ͠ΘΓͷͪ࣋ؾΛͬͯ͢Δɻ
ʢ�ʣ׆ಈһ͕౸ணͨ͜͠ͱͳͲΛΒͤɺ̓ ৺ײΛ༩͑Δ。

❹関係者

　関係者がどのような人であるか確認します。

ʲؔऀͷྫʳ
・建物所有者　・自衛消防隊　・居住者　・防火管理者　・客等
・建物管理責任者　・警備員　・従業員　・宿直責任者

❺災害が広域にわたる場合の情報収集

ʢ�ʣใऩूखஈ
　地震・風・水・雪災害等の自然災害は、広域にわたり、時間の経過とともに状況は変化し、また、気象等
の急激な変化により様相が一変することもあります。これに伴い二次災害に巻き込まれる危険性が高い
ことから大雨時における上流域での降雨状況など災害現場以外の気象情報等にも注意し、危険予測や
事前対策を検討しておくことが重要です。このため車載無線や携帯無線機を活用した情報の収集・伝達
を徹底するほか、防災行政無線や次のようなメディア等を活用して災害活動や消防団員の安全の確保に
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第6章　災害情報収集・伝達

関する情報を収集します。
㋐ラジオ
㋑TV

㋒インターネット
㋓SNS

ʢ�ʣਫ࣌ʹ͓͚Δใऩू߲
㋐現在の雨量・水位等
㋑上流地域の雨量
㋒今後の降雨に関する気象情報
㋓地形・地質の状況
㋔伏流水の状況
㋕住宅浸水等の地域の状況

ʢ�ʣɾ࣌ʹ͓͚Δใऩू߲
㋐地震の規模、震度の状況
㋑管内の緊急通報の状況
㋒津波予測情報
㋓各地の被災状況（津波・火災・土砂崩れ・倒壊家屋・道路状況等）
㋔住民の避難状況
㋕避難ルートに関する情報
※津波災害にあっては、避難行動を最優先とし活動に当たる。

3　優先情報

❶作業危険

　安全に直接関わる情報は、団員を各種危険作業から守るために極めて重要であり、これらの情報収集
は指揮者の重大な使命でもあることから早期に関係者から次の項目を収集します。なお、これらの情報
を得た場合、消防団員はむやみに進入することは避け、自身の安全管理に配慮するとともに、住民等の避
難誘導や火気使用厳禁などの広報に努めます。
ʢ�ʣݥةʢҾՐੑɺരൃੑɺېਫੑɺࢎԽੑɺԠੑʣ
ʢ�ʣരൃʢߴѹΨεϘϯϕɺυϥϜ؈ɺεϓϨʔ؈ʣ
ʢ�ʣి ΈઢɺઢʣࠐʢมిࣨɺҾ͖ؾ
ʢ�ʣΨεͷ࿙ӮʢΨεछྨɺ࿙Ӯൣғʣ
ʢ�ʣݐͷߏతͳݥة

❷人命危険（逃げ遅れ情報）

　人命危険に関する情報は、正確なものが少ないが、どんな不確定情報であってもこの情報に限っては
逃げ遅れた者がいるものとして考える必要があります。
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ʢ�ʣใͷͳ͍߹ɺಀ͛Εͨऀ͕͍Δͱ考͑ͯ׆ಈ͢Δɻ
ʢ�ʣҰආͨ͠ऀ͕ɺΔ߹͕͋ΔʢආઌΛௐ֬ೝ͢Δʣɻ
ʢ�ʣใఏऀڙͲͷݐͷऀ͔Λ֬ೝ͠ɺΛ͏ߦɻ

❸被害拡大危険

　被害拡大に関しては、次のことに留意して情報収集にあたります。
ʢ�ʣ֤ छࡂɺҬͷಛੑٴͼؾঢ়گʹΑͬͯඃͷ֦େ͕༧͞ΕΔɻૣ ͭʹگͷঢ়ͦʹظ

͍ͯऩू͢Δɻ
ʢ�ʣ֤ ॴͰ׆ಈ͢ΔফஂһࣗΒͷपΓͰมԽ͢Δݥةஹީͷෆ৹ݱΛѲͰ͖Δཱʹ͍

Δɻෆ৹ͳஹީΛੵۃతʹଊ͑ͯফஂຊ෦ʹใ͢ࠂΔͳͲૣظʹใͷڞ༗Λ͔Δɻ

4　伝達手段

❶伝達手段

　消防活動が最も効率的かつ効果的に実施されるよう必要な情報は、常に消防団員間で共有されていな
ければなりません。このため情報の伝達は極めて重要です。人命危険・作業危険・被害拡大危険につい
ては消防活動の成否に直結するとともに、安全の確保を図っていくためにはこれらが適宜、適切な時期
に伝達されるよう留意しなければなりません。逃げ遅れ者を一刻も早く救出し、現場で活動するすべての
関係者が危険にさらされることのないよう、必要な情報を共有するために多元的かつ多重的に情報の伝
達手段及びルートを確保しておく必要があります。
ʢ�ʣ௨৴खஈʹΑΔୡʢτϥϯγʔόʔɾແઢػɾं ଳిʣܞɾػແઢࡌ
ʢ�ʣྩһʹΑΔୡ
ʢ�ʣ์ ૹઃඋʹΑΔୡʢं྆ੵࡌϚΠΫɾ֎֦ثʣ

❷通常の伝達手段が使用できない場合の対応

　東日本大震災を教訓として、非常事態では無線機等を活用した双方向による伝達手段が使用できない
ことも予想されます。その際、防災行政無線やラジオ、携帯電話を活用して正確な情報収集に努めるとと
もに、危険を察知した場合は直ちに退避・避難等の情報を周囲に知らせる必要があります。通信機器が
不能になった場合は次のような伝達手段が考えられます。
ʢ�ʣԻʹΑΔୡʢαΠϨϯɾɾథʣ
ʢ�ʣޫ ʹΑΔୡʢջதి౮ɾϔουϥΠτʣ
ʢ�ʣԎʹΑΔୡʢൃԎ౮ʣ
ʢ�ʣྩһʹΑΔୡ
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第6章　災害情報収集・伝達

消防団の無線通信機運用

�ɹແઢػͷ׆༻
（1）災害現場における指示命令及び情報の連絡・報告
（2）災害本部から災害出場の一斉指令等
（3）各種警戒及び災害情報連絡

�ɹड৴ମ੍ͷ֬อ
次の場合は積極的に受信体制をとる。
（1）サイレン音等により災害の兆候を認知したとき
（2）地震の発生を感知したとき
（3）震災・水災等の非常事態のとき
（4）地震予知判定会が招集されたとき
（5）異常気象等（集中的な豪雨・降雪・強風等）により災害発生が予想され予防警戒の必要

を認めたとき

�ɹ௨৴ͷݪଇ
（1）災害情報等は受信のみとする
（2）消防活動に係る重要情報を把握した場合は緊急通信を行う。
（3）大規模災害時は無線統制により運用を行う。

�ɹ௨৴ͷ༏ઌॱҐ
（1）災害時通信相互間が競合される場合、指示命令・状況報告の順とする。
（2）消防本部通信と消防団通信が競合する場合、消防本部通信を優先する。
（3）緊急事態発生時は緊急通信を最優先とする。
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参考資料

無線交信図

トランシーバーの使用範囲

ଞؔػͱͷࡂใऩ ɾूୡ
　大規模災害時は、消防、警察、自衛隊等の防災関係機関との間で、情報を
共有する防災相互通信用無線が導入されています。各防災機関において、こ
の防災相互波を活用することにより災害情報等を収集し、伝達することで災
害活動を円滑に進めることができます。

P063-086_syobo_6.indd   73 14/12/11   11:04



第6章　災害情報収集・伝達

無線用語例

至急、至急

P063-086_syobo_6.indd   74 14/12/11   11:05



参考資料

統一的な活動表示（マーキング）の活用
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第6章　災害情報収集・伝達

図㸯 活動標示図（全ての㡯ࢆグ㍕ࡋたࡶの） 

㸱 標示方ἲ 

օ 標示にあたり⏝するゝㄒは、日ᮏㄒとする。たࡔし、他ᅜの救助࣒࣮ࢳと㐃ᦠ

して活動することが想定される場合は、ⱥㄒཬࡧアࣝࢺࢵ࣋ࣇによる表記を⪃៖

する（ཧ⪃資ᩱ㸯ཧ↷）。

ֆ ཎ๎として㸯ᵓ㐀物༢にᐇするものとし、崩壊等により㸯ᵓ㐀物༢に標示

することがᅔ㞴な場合には、検索救助活動をᐇした༊ᇦをేࡏて明示する。

և 標示場ᡤはᵓ㐀物の出入ཱྀཪは開ཱྀ部㏆とする。出入ཱྀཪは開ཱྀ部が不明な場

合ࡸ」数ある場合は、他の活動隊の┠にきࡸすい場ᡤとする。

ֈ ᵓ㐀物に┤᥋標示する場合は、オࣞࣥࢪⰍ等の┠❧ࡘⰍの࣮ࣥ࣌ࣞࣉࢫキなを

⏝して記㍕し、㞵ࡸ㢼等で消࠼ないよ࠺␃ពする。

։ ⏝可⬟な建物等にᑐしては┤᥋の標示は㑊ࡅ、標示した⣬（ཧ⪃資ᩱ㸰ཧ↷）

等を㈞りࡅるなして㈈⏘ಖㆤに␃ពする。

㸲 標示ᡭ㡰 

օ ᡭ㡰㸯 ฿╔時の標示

ᴫࡡ㸯࣓࣮ࣝࢺᅄ方のṇ方ᙧを描く。な࠾、ᵓ㐀物の

≧ἣにより標示可⬟な場ᡤが⊃い場合等は、≧ἣに合ࢃ

後に表記するᩥᏐ等が㆑ูできる⠊ᅖ内で㐺ᐅき、ࡏ

さを調ᩚしてᕪしᨭ࠼ない。 

ֆ ᡭ㡰㸰 活動㛤ጞ時の標示

ṇ方ᙧのᯟ内に、図㸱の例により以下の情報を表記する。

 活動㝲ྡ 

活動隊名を表記する。緊急消防援助隊が出場する災害時にࡘいては、隊名とే

りྲྀࡳキで記㍕したときに、ㄞ࣮ࣥ࣌ࣞࣉࢫ、࠾て都㐨ᗓ┴名を表記する。なࡏ

にくくなるᜍれがある場合には、平௬名ࡸカࢱカࢼでの表記も⪃៖する。 

 活動㛤ጞ᪥時 

図㸰 ฿╔時の標示
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参考資料

年年年年月月日日㹒時時分分ࠖの要㡿で表記する。年はすᬺ、時間は㸰４時ࠕ

間表記とする。 

ウ 進入の可ྰ 

進入しても危険がない場合はࠕ可 、ࠖ危険な場合はࠕ不可ࠖと表記する。 

【図㸱の想定】 

① 活動隊は、緊急消防援助隊東京都隊の霞が関

救助隊 

② 2013 年 11 月 1 日午前 9 時 00 分活動開始

③ 被災建物への進入可⬟

և ᡭ㡰㸱 活動୰の標示

ṇ方ᙧのᯟ外に、図４の例により以下の情報を表記する。

 ༴㝤ሗ 

活動ୖの危険ཬࡧ㞀害となる情報をṇ方ᙧୖ部に表記する。 

 ᩘ行方不明者（要救助者） 

情報収集によりᢕᥱした行方不明者数（要救助者数）をṇ方ᙧᗏ部に表記する。

ṇ☜な情報をᚓられず、不☜定ཪは不明な場合にはࠕ㸽ࠖを表記する。 

ウ （⏕Ꮡ）救出者ᩘ 

救出した要救助者のࡕ࠺、エにヱᙜしない要救助者数を、ṇ方ᙧᕥഃ部に表記

する。 

 㑇యᐜᩘ ࢚

救出した時Ⅼに࠾いて♫Ṛ≧ែཪは་ᖌによりṚஸとデ断された要救助者数

を、ṇ方ᙧྑഃ部に表記する。 

【図４の想定（図㸱の想定からの続き）】 

① 情報収集の結果、被災した建物には５人が居

住していた模様 

② 建物の୍部が不Ᏻ定ࡔったためᨭᰕによる⿵

ᙉがᚲ要であった。 

③ 内部から要救助者４人を救出

④ 救出した要救助者４人のࡕ࠺、㸯人は♫Ṛ

≧ែ 

ֈ ᡭ㡰㸲 活動終了時の標示

活動を終了し、撤収する㝿に図５ཬࡧ図６の例により以下の情報を表記する。

 活動終了᪥時 

活動開始日時と同様の要㡿で、ṇ方ᙧᯟ内の活動開始日時の下に表記する。 

 活動の終了（） 

活動を終了し撤収する場合は、手㡰４までに表記した標示全体をᅖࡴ円を描く。 

行方不明者の⥲数が不明のまま撤収する場合ࡸ、要救助者が☜ㄆされているが

東京･ 
かすみがせきＲ 

20131101 Ｔ0900 

可 

図㸱 活動㛤ጞ時の標示

東京･ 
かすみがせきＲ 

20131101 Ｔ0900 

可 

図㸲 活動୰の標示

５？ 

３ 

支柱が必要 

１ 

※年は西暦４桁、月・日・時・分は２桁表示、時間は24時間表記とする
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自己隊の資機材等では救出ができないまま撤収する場合にも、活動終了を示す円

を描く。 

ウ 全ての行方不明者（要救助者）の救出完了（水平線） 

全ての行方不明者（要救助者）が救出され、その現場での検索救助活動を完了

した場合には、標示全体に水平線を引く。 

【図５の想定（図４の想定からの続き）】 

① 要救助者数に関する追加情報なし

② 検索救助を継続するも、救出した４人以外に要

救助者の発見には至らず 

③ 他の災害現場へ転戦出動するため、2013 年 11

月 1 日午後 11 時 15 分に活動を終了 

【図６の想定（図４の想定からの続き）】 

① 帰宅した建物居住者より、被災時には建物内部

に４人がいたとの情報を入手 

② 全ての要救助者を救出したことから 2013年 11

月 1 日午後 11 時 15 分に活動を終了し、他の災害

現場へ転戦出場 

⑸ 進入が不可であった場合の標示

活動開始時に進入の可否を調査した結果、進入不可であった場合は、図７の例に

より、以下の情報を表記する。 

ア 活動隊名 

イ 活動開始時間 

ウ 進入不可である旨 

エ 危険情報（進入不可と判断した主要因） 

オ 行方不明者（要救助者）数 

カ 活動終了日時 

キ 活動の終了（円） 

東京･ 
かすみがせきＲ 

20131101 Ｔ0900 

可 

図５ 活動終了時の標示

５？ 

３ 

支柱が必要 

20131101 Ｔ2315 

１ 

東京･ 
かすみがせきＲ 

20131101 Ｔ0900 

可 

図６ 活動完了時の標示

４ ５？ 

３ 

支柱が必要 

20131101 Ｔ2315 

１ 

東京･ 
かすみがせきＲ 

20131101 Ｔ0900 

不可 

図７ 進入不可の場合の 

標示

二次崩壊危険 

20131101 Ｔ0930 

５？ 

【図７の想定】 

① 活動隊は、緊急消防援助隊東京都隊の霞が関

救助隊 

② 2013 年 11 月 1 日午前 9 時 00 分活動開始

③ 被災建物を調査した結果、二次崩壊の危険性が高いことが判明したた

め、進入不可と判断 

④ 情報収集の結果、被災した建物には５人が居住していた模様

⑤ 同日午前 9 時 30 分に活動を終了、他の災害現場へ転戦出場
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第6章　災害情報収集・伝達

図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練（ローࣝプレインࢢ方ᘧ訓練） 

（㸯） 訓練のᴫ要 

図上訓練は、災害時にணされる事・≧ἣ等をコントローラーからプレイヤーに

し、ࡑれにᑐし、プレイヤーが行うき意ᛮỴ定・ᙺ行動をᅇ⟅することに

より訓練を進行させる訓練です。 

ᮏ㡯では、消防ᅋᮏ㒊と⌧ሙᣦ⪅間で、ᦠᖏ無線機を活用した、ⅆ災⌧ሙでの災

害情報収集ཬࡧ伝達訓練を♧します。 

なお、この図上訓練は、ⅆ災⌧ሙに限らずᩆຓ災害⌧ሙやỈ災⌧ሙ等、定をኚ࠼

ることにより各災害にᛂࡌた災害情報収集ཬࡧ伝達訓練がྍ⬟となります。 

  ≧ἣに用いる࢜ࣜࢼࢩのを௨ୗに♧す。 

࠙訓練ࠚ 

災害定㸸୍⯡ᘓ≀ⅆ災 

ཧຍ定㸸消防ᅋᮏ㒊ཬࡧ㸱ศᅋ 

ཧຍ⪅ 㸸㸴ྡ 消防ᅋᮏ㒊 コントローラ 㸯ྡ、プレイヤー 㸯ྡ 

⌧ሙᣦ⪅（➨㸯ศᅋ） 

  コントローラ 㸯ྡ、プレイヤー 㸯ྡ 

ᛂศᅋ（➨㸰、㸱ศᅋ） 各㸯ྡ 

௨ୗに、図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練（ローࣝプレインࢢ方ᘧの図上訓練）の事๓‽ഛ、

ᙜ᪥の実施から評価・検証までのయࣇローを♧する。 

図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練（ローࣝプレインࢢ方ᘧ訓練）

（㸯） 訓練のᴫ要

図上訓練は、災害時にணされる事・≧ἣ等をコントローラーからプレイヤーに

し、ࡑれにᑐし、プレイヤーが行うき意ᛮỴ定・ᙺ行動をᅇ⟅することに

より訓練を進行させる訓練です。

ᮏ㡯では、消防ᅋᮏ㒊と⌧ሙᣦ⪅間で、ᦠᖏ無線機を活用した、ⅆ災⌧ሙでの災

害情報収集ཬࡧ伝達訓練を♧します。

なお、この図上訓練は、ⅆ災⌧ሙに限らずᩆຓ災害⌧ሙやỈ災⌧ሙ等、定をኚ࠼

ることにより各災害にᛂࡌた災害情報収集ཬࡧ伝達訓練がྍ⬟となります。

≧ἣに用いる࢜ࣜࢼࢩのを௨ୗに♧す。

࠙訓練ࠚ

災害定㸸୍⯡ᘓ≀ⅆ災

ཧຍ定㸸消防ᅋᮏ㒊ཬࡧ㸱ศᅋ

ཧຍ⪅ 㸸㸴ྡ 消防ᅋᮏ㒊 コントローラ 㸯ྡ、プレイヤー 㸯ྡ

⌧ሙᣦ⪅（➨㸯ศᅋ）

コントローラ 㸯ྡ、プレイヤー 㸯ྡ

ᛂศᅋ（➨㸰、㸱ศᅋ） 各㸯ྡ

௨ୗに、図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練（ローࣝプレインࢢ方ᘧの図上訓練）の事๓‽ഛ、

ᙜ᪥の実施から評価・検証までのయࣇローを♧する。

図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練（ローࣝプレインࢢ方ᘧ訓練）

（㸯） 訓練のᴫ要

図上訓練は、災害時にணされる事・≧ἣ等をコントローラーからプレイヤーに

し、ࡑれにᑐし、プレイヤーが行うき意ᛮỴ定・ᙺ行動をᅇ⟅することに

より訓練を進行させる訓練です。

ᮏ㡯では、消防ᅋᮏ㒊と⌧ሙᣦ⪅間で、ᦠᖏ無線機を活用した、ⅆ災⌧ሙでの災

害情報収集ཬࡧ伝達訓練を♧します。

なお、この図上訓練は、ⅆ災⌧ሙに限らずᩆຓ災害⌧ሙやỈ災⌧ሙ等、定をኚ࠼

ることにより各災害にᛂࡌた災害情報収集ཬࡧ伝達訓練がྍ⬟となります。

≧ἣに用いる࢜ࣜࢼࢩのを௨ୗに♧す。

࠙訓練ࠚ

災害定㸸୍⯡ᘓ≀ⅆ災

ཧຍ定㸸消防ᅋᮏ㒊ཬࡧ㸱ศᅋ

ཧຍ⪅ 㸸㸴ྡ 消防ᅋᮏ㒊 コントローラ 㸯ྡ、プレイヤー 㸯ྡ

⌧ሙᣦ⪅（➨㸯ศᅋ）

コントローラ 㸯ྡ、プレイヤー 㸯ྡ

ᛂศᅋ（➨㸰、㸱ศᅋ） 各㸯ྡ

 ௨ୗに、図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練（ローࣝプレインࢢ方ᘧの図上訓練）の事๓‽ഛ、

ᙜ᪥の実施から評価・検証までのయࣇローを♧する。

図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練（ローࣝプレインࢢ方ᘧ訓練）

（㸯） 訓練のᴫ要

図上訓練は、災害時にணされる事・≧ἣ等をコントローラーからプレイヤーに

し、ࡑれにᑐし、プレイヤーが行うき意ᛮỴ定・ᙺ行動をᅇ⟅することに

より訓練を進行させる訓練です。

ᮏ㡯では、消防ᅋᮏ㒊と⌧ሙᣦ⪅間で、ᦠᖏ無線機を活用した、ⅆ災⌧ሙでの災

害情報収集ཬࡧ伝達訓練を♧します。

なお、この図上訓練は、ⅆ災⌧ሙに限らずᩆຓ災害⌧ሙやỈ災⌧ሙ等、定をኚ࠼

ることにより各災害にᛂࡌた災害情報収集ཬࡧ伝達訓練がྍ⬟となります。

≧ἣに用いる࢜ࣜࢼࢩのを௨ୗに♧す。

࠙訓練ࠚ

災害定㸸୍⯡ᘓ≀ⅆ災

ཧຍ定㸸消防ᅋᮏ㒊ཬࡧ㸱ศᅋ

ཧຍ⪅ 㸸㸴ྡ 消防ᅋᮏ㒊 コントローラ 㸯ྡ、プレイヤー 㸯ྡ

⌧ሙᣦ⪅（➨㸯ศᅋ）

コントローラ 㸯ྡ、プレイヤー 㸯ྡ

ᛂศᅋ（➨㸰、㸱ศᅋ） 各㸯ྡ

௨ୗに、図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練（ローࣝプレインࢢ方ᘧの図上訓練）の事๓‽ഛ、

ᙜ᪥の実施から評価・検証までのయࣇローを♧する。

     図上シミュレーション訓練（ロールプレイング方式訓練）
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Ԙ ೨Ḱડ↹  㧔⸠✵ડ↹⠪ㅴⴕ▤ℂ⠪ㆇ༡ᜂᒰ㧕 

ԙ ⸠✵ታᣉ 㧔ㅴⴕ▤ℂ⠪ㆇ༡ᜂᒰ㧕 

㧔ㅴⴕ▤ℂ⠪ㆇ༡ᜂᒰ㧕 㧔⸠✵ෳട⠪㧕 

Ԛ 評価ᬌ⸽  㧔ㅴⴕ▤ℂ⠪ㆇ༡ᜂᒰ㧕 

㧔⸠✵ෳട⠪㧕

訓 練 目 ᮡ の 設 ቯ 

訓練課題・ౝኈなどの設ቯ

状況ઃਈの設ቯ 

状況ઃਈの成 

ળ場Ḱ 

被害߅よ߮状況のᗐቯ

小道具・地図などのḰมળ・ㅴ行▤ℂのḰ

✚・⻠評(全体⸛⼏・とりまとめ) 

ᚢળ⼏ 

ࠣルーࡊごとの評価・ᬌ⸽開ᆎ指示 

状況ઃਈ

ࠣルーࡊ報告

 ーション࠹ンࠛࠝ

応急対策・対応のシミュレーション

ࠣルーࡊౝ評価
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（㸰） 事๓‽ഛ（訓練┠ⓗのタ定㹼会ሙ‽ഛ） 

図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練にඛ❧ࡕ、まずどのような訓練を行い、ఱを検討したい

か、どのようなᑐᛂをᚭᗏしたいかという訓練┠ⓗ（⩦ᚓ┠ᶆ）を検討します。 

࠙図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練の⩦ᚓ┠ᶆ（訓練実施の┠ⓗ）のࠚ 

ձ 災害のイ࣓ーࢪをᙧ成する 

ղ 災害時の情報収集の方、収集された情報のᩚ⌮・ศᯒ方ἲ、他機関の情報伝達・共

有、ㄗ報の☜ㄆ等 

ճ 情報にᇶづࡃ㎿㏿かࡘ㐺切な意ᛮỴ定�㐺切なุ᩿、ᑐᛂ、ᑐ策の実施� 

մ 㐺切なయไのᵓ⠏・ᙺのỴ定�ᑐᛂする୰でのಟṇ�防災ィ⏬やᑐᛂࣝࣗࢽ࣐を㉸࠼

たయไ・㐃ᦠづࡃり 

յ 防災ィ⏬・ࣝࣗࢽ࣐、ᆅ図・㈨ᩱ等の有ຠな活用方ἲの⩦ᚓ 

（㸱） 訓練の実施 

 

 

 

 

（㸰） 事๓‽ഛ（訓練┠ⓗのタ定㹼会ሙ‽ഛ）

図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練にඛ❧ࡕ、まずどのような訓練を行い、ఱを検討したい

か、どのようなᑐᛂをᚭᗏしたいかという訓練┠ⓗ（⩦ᚓ┠ᶆ）を検討します。

࠙図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練の⩦ᚓ┠ᶆ（訓練実施の┠ⓗ）のࠚ

ձ 災害のイ࣓ーࢪをᙧ成する 

ղ 災害時の情報収集の方、収集された情報のᩚ⌮・ศᯒ方ἲ、他機関の情報伝達・共

有、ㄗ報の☜ㄆ等

ճ 情報にᇶづࡃ㎿㏿かࡘ㐺切な意ᛮỴ定�㐺切なุ᩿、ᑐᛂ、ᑐ策の実施� 

մ 㐺切なయไのᵓ⠏・ᙺのỴ定�ᑐᛂする୰でのಟṇ�防災ィ⏬やᑐᛂࣝࣗࢽ࣐を㉸࠼

たయไ・㐃ᦠづࡃり

յ 防災ィ⏬・ࣝࣗࢽ࣐、ᆅ図・㈨ᩱ等の有ຠな活用方ἲの⩦ᚓ

（㸱） 訓練の実施

（㸰） 事๓‽ഛ（訓練┠ⓗのタ定㹼会ሙ‽ഛ）

図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練にඛ❧ࡕ、まずどのような訓練を行い、ఱを検討したい

か、どのようなᑐᛂをᚭᗏしたいかという訓練┠ⓗ（⩦ᚓ┠ᶆ）を検討します。

࠙図上࣑ࣗࢩレーࣙࢩン訓練の⩦ᚓ┠ᶆ（訓練実施の┠ⓗ）のࠚ

ձ 災害のイ࣓ーࢪをᙧ成する 

ղ 災害時の情報収集の方、収集された情報のᩚ⌮・ศᯒ方ἲ、他機関の情報伝達・共

有、ㄗ報の☜ㄆ等

ճ 情報にᇶづࡃ㎿㏿かࡘ㐺切な意ᛮỴ定�㐺切なุ᩿、ᑐᛂ、ᑐ策の実施� 

մ 㐺切なయไのᵓ⠏・ᙺのỴ定�ᑐᛂする୰でのಟṇ�防災ィ⏬やᑐᛂࣝࣗࢽ࣐を㉸࠼

たయไ・㐃ᦠづࡃり

յ 防災ィ⏬・ࣝࣗࢽ࣐、ᆅ図・㈨ᩱ等の有ຠな活用方ἲの⩦ᚓ

（㸱） 訓練の実施

　図上シミュレーション訓練は、オリエンテーションを実施してから、訓練を実施
します。また、訓練後には、報告・評価・講評と進めます。
　コントローラは、あらかじめ準備・設定された状況付与票を、配布スケジュール
の通りに進めていきます。
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�7 

࿑４．３  ⁁ ᴫ ઃ ਈ 㧔例㧕

1R� １

ઃ ਈ 先 ٤٤消防本部、ٌٌ警察⟑

ઃ ਈ 時 ೞ １１：㧜㧜 ᗐቯ時ೞ １２：３㧜

発 ା ర 災害対策本部 ઃਈ方法 ᚻᷰし

ઙ   ฬ 地㔡発↢

付 与 事 項（シࠝ࠽）

 １２月１７日（㊄ᦐ日）の１２時３㧜分㗃、٤٤地ၞでᄢきな地㔡が発↢しました。地㔡のⷙᮨはマ

ࠣニ࠴ュード７．５とផቯされます。なたは、自Ꮸにいます。 

表４．㧡 ⁁ᴫઃਈ㈩Ꮣࠬ࡞ࡘࠫࠤ㧔例㧕 
ͳ ઃਈ先 ઃ ਈ 

時 ೞ 

ᗐ ቯ 

時 ೞ 

発ାర ઃਈ方法 ઙฬ߮ઃਈ項（シࠝ࠽） 

1 全員 11：�� 12：3� 災害対策本部 ᚻᷰし =地㔡発↢? 

１２月１７日（㊄ᦐ日）の１２時３㧜分㗃、

٤٤地ၞでᄢきな地㔡が発↢しました。地

㔡のⷙᮨはマࠣニ࠴ュード７．５とផቯさ

れます。なたは、自Ꮸにいます。 

2 災害対策

本部を㒰

く全員 

11：15 12：45 災害対策本部 ᚻᷰし =㔡ᐲ分Ꮣ? 

㔡ᐲ３એ上の㔡ᐲをⷰ測した▎所図（᧲ᶏ

地㔡をᗐቯした訓練時の㔡ᐲ分Ꮣ図が

れ߫それを用する。） 

3 出先に招

集指示さ

れた部課

の職員 

11：25 12：55 災害対策本部 ᚻᷰし >ೋേ活േ@ 
なたは、指示された招集場所にいる。招

集場所には、他部課職員も集⚿してきてい

る。

災害対策本部からの情報によると、⚦は

ਇだが、Ꮢౝでᄙ数の火災が発↢しᑧ

ਛ、また、ᄙ数のኅደがୟუしているᮨ᭽

でる。ᶏᴪいの地ၞでは津波により被害

が出ているᮨ᭽でる。他地ၞでも㔚し

ているᮨ᭽でり、᳓道もᢿ᳓状ᘒが⛯い

ている。その他のイフインにも被害が

出ているᮨ᭽。㔡は、な߅⛯いている。 
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�7

࿑４．３  ⁁ ᴫ ઃ ਈ 㧔例㧕

1R� １

ઃ ਈ 先 ٤٤消防本部、ٌٌ警察⟑

ઃ ਈ 時 ೞ １１：㧜㧜 ᗐቯ時ೞ １２：３㧜

発 ା ర 災害対策本部 ઃਈ方法 ᚻᷰし

ઙ   ฬ 地㔡発↢

付 与 事 項（シࠝ࠽）

１２月１７日（㊄ᦐ日）の１２時３㧜分㗃、٤٤地ၞでᄢきな地㔡が発↢しました。地㔡のⷙᮨはマ

ࠣニ࠴ュード７．５とផቯされます。なたは、自Ꮸにいます。 

表４．㧡 ⁁ᴫઃਈ㈩Ꮣࠬ࡞ࡘࠫࠤ㧔例㧕

ͳ ઃਈ先 ઃ ਈ 

時 ೞ 

ᗐ ቯ 

時 ೞ 

発ାర ઃਈ方法 ઙฬ߮ઃਈ項（シࠝ࠽） 

1 全員 11：�� 12：3� 災害対策本部 ᚻᷰし =地㔡発↢? 

１２月１７日（㊄ᦐ日）の１２時３㧜分㗃、

٤٤地ၞでᄢきな地㔡が発↢しました。地

㔡のⷙᮨはマࠣニ࠴ュード７．５とផቯさ

れます。なたは、自Ꮸにいます。 

2 災害対策

本部を㒰

く全員 

11：15 12：45 災害対策本部 ᚻᷰし =㔡ᐲ分Ꮣ? 

㔡ᐲ３એ上の㔡ᐲをⷰ測した▎所図（᧲ᶏ

地㔡をᗐቯした訓練時の㔡ᐲ分Ꮣ図が

れ߫それを用する。） 

3 出先に招

集指示さ

れた部課

の職員 

11：25 12：55 災害対策本部 ᚻᷰし >ೋേ活േ@ 
なたは、指示された招集場所にいる。招

集場所には、他部課職員も集⚿してきてい

る。

災害対策本部からの情報によると、⚦は

ਇだが、Ꮢౝでᄙ数の火災が発↢しᑧ

ਛ、また、ᄙ数のኅደがୟუしているᮨ᭽

でる。ᶏᴪいの地ၞでは津波により被害

が出ているᮨ᭽でる。他地ၞでも㔚し

ているᮨ᭽でり、᳓道もᢿ᳓状ᘒが⛯い

ている。その他のイフインにも被害が

出ているᮨ᭽。㔡は、な߅⛯いている。

4 ： ： ： ： ： ：

�7

࿑４．３ ⁁ ᴫ ઃ ਈ 㧔例㧕

1R� １

ઃ ਈ 先 ٤٤消防本部、ٌٌ警察⟑

ઃ ਈ 時 ೞ １１：㧜㧜 ᗐቯ時ೞ １２：３㧜

発 ା ర 災害対策本部 ઃਈ方法 ᚻᷰし

ઙ   ฬ 地㔡発↢

付 与 事 項（シࠝ࠽）

１２月１７日（㊄ᦐ日）の１２時３㧜分㗃、٤٤地ၞでᄢきな地㔡が発↢しました。地㔡のⷙᮨはマ

ࠣニ࠴ュード７．５とផቯされます。なたは、自Ꮸにいます。 

表４．㧡 ⁁ᴫઃਈ㈩Ꮣࠬ࡞ࡘࠫࠤ㧔例㧕

ͳ ઃਈ先 ઃ ਈ 

時 ೞ 

ᗐ ቯ 

時 ೞ 

発ାర ઃਈ方法 ઙฬ߮ઃਈ項（シࠝ࠽） 

1 全員 11：�� 12：3� 災害対策本部 ᚻᷰし =地㔡発↢? 

１２月１７日（㊄ᦐ日）の１２時３㧜分㗃、

٤٤地ၞでᄢきな地㔡が発↢しました。地

㔡のⷙᮨはマࠣニ࠴ュード７．５とផቯさ

れます。なたは、自Ꮸにいます。 

2 災害対策

本部を㒰

く全員 

11：15 12：45 災害対策本部 ᚻᷰし =㔡ᐲ分Ꮣ? 

㔡ᐲ３એ上の㔡ᐲをⷰ測した▎所図（᧲ᶏ

地㔡をᗐቯした訓練時の㔡ᐲ分Ꮣ図が

れ߫それを用する。） 

3 出先に招

集指示さ

れた部課

の職員 

11：25 12：55 災害対策本部 ᚻᷰし >ೋേ活േ@ 
なたは、指示された招集場所にいる。招

集場所には、他部課職員も集⚿してきてい

る。

災害対策本部からの情報によると、⚦は

ਇだが、Ꮢౝでᄙ数の火災が発↢しᑧ

ਛ、また、ᄙ数のኅደがୟუしているᮨ᭽

でる。ᶏᴪいの地ၞでは津波により被害

が出ているᮨ᭽でる。他地ၞでも㔚し

ているᮨ᭽でり、᳓道もᢿ᳓状ᘒが⛯い

ている。その他のイフインにも被害が

出ているᮨ᭽。㔡は、な߅⛯いている。

4 ： ： ： ： ： ：

P063-086_syobo_6.indd   83 14/12/11   11:05



第6章　災害情報収集・伝達

10� 

࿑４．㧥 ἴ ኂ ኻ  ᔕ  ⸥  ㍳   㧔例㧕

   ⸥入者 所 ዻ    ᳁ ฬ

ͳ 他機関から（他機関ฬ） 対応ቯ時ೞ

対

応

㧖 ޟͳޠᰣにはޟ状況ઃਈޠのͳを⸥入してください。なお、他機関からの対応伝達票に対して回答する

場合は当該対応伝達票に記載されている№を記入してください。その場合、「他機関から」欄には、当該機関

名を記載してください。

㧖 「対応決定時刻」欄には、「対応」欄に記載された対応を決定された時点での統制班（進行管理者）が掲示して

いる訓練想定時刻を記入してください。

㧖 ޟ対応ޠᰣには状況ઃਈ（は他機関からの対応伝達）のઃਈ状況に対しとられた対応を⸥タす

るとともに、その್ᢿのᩮ╬を⸥入してください。
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参考資料

（４） 訓練の評価・検証

図上訓練に限らず訓練の検証は重要です。 

訓練を実施してみて気づいた事、疑問、問題点、今後の改善方策などをコントローラ

ーやプレイヤーが率直に意見し検討を行う事は訓練の成果を共有し、定着させる上か

らも大切です。訓練後は、検証会を実施しましょう。

他機関との災害情報収集・伝達

大規模災害時は、消防、警察、自衛隊等の防災関係機関との間で、情報を交換する防

災相互通信用無線が導入されています。各防災機関において、この防災相互波を活用

することにより災害情報等を収集し、伝達することで災害活動を円滑に進めることが

できます。」

　図上訓練に限らず訓練の検証は重要です。訓練後は、検証会を実施します。
訓練を実施してみて気づいたこと、疑問、問題点、今後の改善方策などをコントロー
ラーやプレイヤーが率直に意見し、訓練の成果を共有し、定着させます。
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表４．１３ 詳細な評価項目の例 

（注） 

出典１ 坂本朗一・高梨成子，防災＆情報研究所：防災行政職員を対象とした図上シミ

ュレーション訓練の実施による効果,消防研修第 74 号，2003 年 10 月． 
出典２ 日本赤十字社：災害救助図上シミュレーション訓練実施マニュアル～図上演習

の実施方法とその効果～, 2001 年３月．  

① 対策本部の設置、職員招集・配置を実施したか。 １ 組織運用・役割分担に 

関する項目 

② 担当者の役割分担や、組織の運用はうまくいったか。

① 情報がうまく収集・分析、伝達できたか。 

 

② 他機関に伝達されていた情報の収集・確認は、スムー

ズにできたか。 

③ 被災現場や、被害項目ごとに情報を収集・分析、伝達

できたか。 

(1) 国、他の地方自治体 

(2) 消防機関、警察機関、自衛隊 

(3) 他の防災関係機関 

２ 情報収集・分析・伝達 

に関する項目 

④ 他機関への 

応援要請は、 

迅速かつ適切 

にできたか (4) その他

(1) 死傷者数、避難者数、罹災者数 

(2) 津波による被害 

(3) 火災による被害 

① 発災数時間 

後の被害から、

その後の被害 

を予測したか (4) 救出現場 

３ 災害イメージの形成 

② 予測値は適切だったか。 

① 全般

 

(1) 避難指示・勧告 

(2) 救出対応 

(3) 救出と道路啓開への資源配分 

(4) 緊急医療の対応(医療救護班の派

遣・受入、医療搬送など) 

(5) 火災への対応 

(6) 避難所開設・運営、災害弱者対応

(7) マスコミ対応 

(8) 住民などへの広報 

４ 応急対応の適切性 

(災害時の実現可能性 

も含む) ② 項目ごとの 

対応評価 

(9) その他 

５ 職員などの対応習熟・徹底 

① 被災現場ごとの被害状況確認のための地図の活用 

② 参考文献・資料の活用 

６ 参考資料・文献、小道 

具類の活用 

③ 防災計画・対応マニュアルの活用 

① 訓練により、災害時の対応上の問題は発見できたか ７ 計画へのフィードバッ 

ク ② 優先課題が発見できたか 
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も含む) ② 項目ごとの

対応評価

(9) その他 

５ 職員などの対応習熟・徹底

① 被災現場ごとの被害状況確認のための地図の活用
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